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主要内容

•論文作成のプロセス

•テーマの発見と設定

•情報検索の基本とデータ
ベース



論文作成のプロセス

自分の関心を持

つ問題を探す

論文の仮説を立

てる

テーマを設定す

る

資料を収集する
資料を批判的に

読み、整理する
執筆を始める

テーマの発見と設定



自分の関心を持つ問題を探す

着目点：

• 自分はどんな問題について関心を持っているか。

• 将来に向かってどんな方向に進もうと思っているのか。

• 大学生として、人間としてどうあるべきと思っているか。

方法：

①自分の専門分野の中から、興味のあるものを深く掘り下げる

②先輩たちの論文を読んで、その中から反論や自分なりの意見を探す。

③新聞・雑誌などのメディアによって刺激と啓発を受ける。



テーマを選ぶための物理的条件

• 入手可能性

• 入手までの時間

• 読解可能性：自分が理解でき
る言語か

• 資料を読み込み、再検討し、
調整する時間的余裕はあるか

• 論文の長さと制限



結論の仮説を立てる
• 関心のある問題が見つかったら、どういう結論を出したいのか考える。

例：日本の不登校/いじめの問題

Q1：どうして問題が発生するのだろうか。

A1：

Q2：どうして学校側がうまく対処できないだろうか。

A2：

Q3：保護者は何も知らないのだろうか。

A3：

結論の仮説：

① 不登校/いじめの問題は、早く発見すべきだ。

② 不登校/いじめの問題は、単なる学校の問題でなく、深刻な社会問題だ。

③ 不登校/いじめの問題は、当事者だけでなく、保護者や教育者にも深く関わる

観察

疑問

仮説



テーマを設定する

• 既定の字数に収まるような適切なテーマ
を設定する

例：日本の教育問題

義務教育の問題

小学校における教育の問題

小学校における道徳教育

練習：練習問題に挙げられたテーマか
ら、いいと思う例を挙げて、その理由
を説明してください。







論文のテーマの確認

• ＜印象＞から＜テーマ＞へ

仮説の前提の事実確認

• 資料収集開始

一次資料と二次資料



分析対象の絞り込み

• 一次資料

分析対象のテクストやデータ

テーマの絞り込みの元になるもの

• 二次資料

先行研究・研究書・論文



テーマの設定：発散から収斂へ

• マインドマップを描いて発想を広げる
広い関心と視野、着眼点

• テーマを深めるために資料を集める
的確な調査力

• 相場をつかむ、先行研究を読み解く
相対的視点や時間軸や空間軸を意識

• マインドマップの論点から共通項→まとめ→分類→階
層化→流れを作る
流れの中から最も関心のあるものをテーマとして選ぶ



テーマの設定とは、可変性、反復的な行動

問いの相場を知る

資料を読み、新しい視点からテーマを修正

文献を読み、さらに別の視点も取り入れ、テーマの絞り込

みへ

分析対象を限定、分析視点の決定


